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西淀川の公害を伝える―公害劇「枯れない葉」―
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（No.2416「公害劇「枯れない葉」の創作から上演まで」、No.11249〔朝日新聞記事スクラップ〕）

 西淀川の大気汚染公害を題材

とした「枯れない葉」という劇があ

るのをご存知でしょうか。これは、

大気汚染がひどかった1973年

頃、歌島中学校の教諭・宮階延

男氏が演劇部員らと考えたもの

です。「西淀川公害患者と家族

の会」資料には、宮階氏による

「公害劇「枯れない葉」の創作か

ら上演まで」という資料が残され

ています。同資料では、創作の

観点や取り組みなどについてま

とめられています。

 20年間に渡る西淀川公害訴訟

が終結した1998年10月、「公害

は身近な問題なんだ」、「演劇通

じて生徒ら実感」という見出しで、

この「枯れない葉」を練習する岩

手県三陸町の中学生が新聞に

紹介されました。その記事による

と、自然に恵まれ公害が遠い存

在であった生徒らは、「初めて脚

本を読んだ時、作り話だと思っ

た」そうです。また、宮階氏の言

葉「西淀川の公害は、住む者が

取り上げなければ、だれも関心を

持ってくれない」との言葉も紹介

されています。「枯れない葉」は

京都府京北町の中学校でも上演

されたようです。   （北嶋奈緒子）

1998年10月24日の朝日新聞夕刊

上演前の稽古風景の写真も掲載され

ています。

資料No.2416

公害劇「枯れない葉」の創作から上演まで

2月-如月-。一年で一番寒さの厳しい時
期ですが、寒中から早春と季節の移り変
わりを感じる楽しみがあります。寒さで着
るものを重ねる事から(着更着)とする説
や、気候が少しずつ陽気になってくるた
め(気更来)とする地域もあるそうです。
今朝、通勤路の緑陰道路の木に小さな
新芽を見つけました。寒い時期があるか
ら春には鮮やかな緑へと成長します。
～緑陰道路『希咲楽樹』（←いかがでしょ
う？）便り～ですね！          （佐々木）

　2015年12月16日に87歳でお亡くなりに
なりました。澤井さんには、12月13日に四
日市で開催していた公害資料館連携
フォーラムのゲストとして名前を連ねてくだ
さっていましたが、出席がかなわず、訃報
を聞くこととなってしまいました。

　四日市公害と環境未来館が2015年
の3月にオープンしましたが、この資
料館の基本となった資料は澤井さん
の収集した記録です。四日市公害反
対運動を支え、自ら「記録人」と名
乗って、記録して公害の実態を発信
し続けてきた方で

す。1997年から、四日市再生「公害市民塾」
を立ち上げて公害を伝える活動を続けてお
られました。あおぞら財団の活動をずっと応
援してくださり、長らく会員になってくださっ
ていました。ご冥福をお祈りします（林）

四日市公害を伝える活動を続けてきた
澤井余志郎さんがお亡くなりになりました


